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みんなを守る

　日夜住民を災害から守っている消防職員、消防団員が災害現場で体験したこと、消
防と地域社会との関わり、消防の将来像など、「消防防災に関すること」をテーマに意見
を発表します。
　この機会に、命がけで活動しているファイヤーファイターが日頃感じていることを
ぜひ、お聞きください。

　宇美町では、中学校の制服リユースを行っています。中学校の制服を、不要になった方から譲っていただき
（お預かりして）、必要な方へお譲りするものです。

【制服を譲っていただくにあたって】
○制服は状態が良く、クリーニング済みのものに
限ります。
○性別・サイズは問いません。
○体操服やバッグ等は対象としておりません。
○『ふみらぽ』に直接ご持参ください。

【制服をお譲りするにあたって】
○必要なときに、お問い合わせください。
○町内中学校に在学中で必要な方にお譲りします。
○お渡し場所は『ふみらぽ』になります。
※制服リユースの受付・問い合わせは保護者に限
ります。サイズが合わない等、希望に添えない場
合がありますのでご了承ください。

【受付場所】
ボランティア・町民活動支援センター「ふみらぽ」
宇美町貴船2丁目28－1（うみハピネス内）
※平日、第１・第３土曜日開館（９時～17時）

制服リユース（再利用）とは？
　不要になった方から制服を譲っていただき、必要
な方へお譲りして有効活用していただくものです。 
※料金は共に無料です。

第37回消防職員意見発表会を開催します第37回消防職員意見発表会を開催します

粕屋南部消防組合　消防本部総務課　☎９３５‐６３８８問い合わせ

学校教育課　教育総務係　☎９３４‐２２４５
在庫等についてのお問合わせは『ふみらぽ』まで　☎９３３‐１１１０問い合わせ

消防職員の主張

中学校の制服リユースを行っています

昨年の様子

平
成
２７
年
11
月
15
日（
日
）　
町
立
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開
催

第
17
回
宇
美
町
少
年
・
少
女
の
主
張
大
会
最
優
秀
賞
作
品
紹
介

　

皆
さ
ん
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」と
い
う
言
葉
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
こ
れ
は
レ
ズ
ビ
ア
ン
、ゲ

イ
、バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
頭
文
字
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
言
葉
で

す
。同
性
愛
者
や
、性
同
一
性
障
害
の
あ
る
方

を
指
す
造
語
で
す
。性
別
っ
て
男
と
女
に
は
っ

き
り
分
け
ら
れ
る
の
か
な
？
こ
の
言
葉
を

知
っ
て
、私
は「
性
」に
つ
い
て
、考
え
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
あ
る
日
、男
子
か
ら「
女
子
は
料
理

を
す
る
べ
き
だ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。男
女
平

等
と
は
言
う
も
の
の
、私
た
ち
の
周
り
に
は
、

「
男
子
は
力
が
強
い
」「
女
子
は
料
理
を
す
る
」

な
ど
と
い
う「
当
た
り
前
」が
あ
り
ま
す
。し

か
し
力
の
弱
い
男
子
も
い
る
で
し
ょ
う
。力

の
弱
い
男
子
は「
男
子
の
く
せ
に
力
が
弱
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
れ
ば
、当
然
傷
つ
き
ま
す
。逆

に
、女
子
は「
女
子
の
割
に
は
料
理
が
下
手
だ

よ
な
」な
ど
と
言
わ
れ
る
と
傷
つ
き
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、「
男
子
は
力
が
強
い
」「
女
子

は
料
理
を
す
る
」な
ど
と
い
う
の
は
イ
メ
ー

ジ
で
す
。す
べ
て
の
人
が
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
当

て
は
ま
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。男
子
も
料

理
が
上
手
な
人
は
き
っ
と
い
る
し
、私
は
女

子
だ
が
力
が
強
い
。

　

夕
食
を
作
り
な
が
ら
母
が
言
い
ま
す
。

「
洗
濯
く
ら
い
し
て
よ
。」父
が
言
い
ま
す
。

「
今
か
ら
、し
ま
す
。」こ
の
よ
う
に
、私
の
家

も
、父
よ
り
母
が
権
力
を
握
っ
て
い
る
の
は

確
か
で
す
。

　

以
前
の
日
本
で
は
、男
性
が
働
き
、女
性

が
家
事
を
す
る
の
が
一
般
的
な
時
代
が
あ
り

ま
し
た
。宇
美
南
中
学
校
の
校
長
先
生
も
男

性
で
す
。日
本
の
総
理
大
臣
も
男
性
で
す
。で

も
、社
会
は
常
に
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。社

会
の
第
一
線
で
働
く
女
の
人
も
、こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
は
ず
で
す
。男
だ
か

ら
、女
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
は
説
明
で
き

な
い
、新
し
い
時
代
が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
は「
性
」に
は
２
種
類
あ
る
と
思
い
ま

す
。一
つ
は
遺
伝
子
や
身
体
の
つ
く
り
を
表
す

「
性
」で
す
。そ
し
て
も
う
一
つ
は
私
た
ち
の
心

の
中
の「
性
」で
す
。こ
の
二
つ
が
異
な
っ
て
い

る
人
も
い
る
と
い
う
こ
と
を
、今
回
私
は
知

り
ま
し
た
。「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」と
呼
ば
れ
る
彼
ら

が
ま
さ
に
そ
う
で
す
。私
は
こ
の
よ
う
な
人

達
が
阻
害
さ
れ
る
よ
う
な
世
の
中
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。彼
ら
こ
そ
、今
後

の
日
本
に
必
要
な
存
在
で
す
。な
ぜ
な
ら
ば
、

男
性
の
気
持
ち
も
女
性
の
気
持
ち
も
わ
か

る
、素
晴
ら
し
い
中
立
的
な
立
場
と
な
っ
て
、

も
の
を
言
え
る
か
ら
で
す
。

　

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、政
治
家
に
な
っ

て
、社
会
に
い
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。性
別
は
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。性
別
の
違
い
だ
け
で
人
を

馬
鹿
に
し
た
り
、決
め
つ
け
た
り
す
る
こ
と

は
、決
し
て
許
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

同
性
愛
者
同
士
の
結
婚
が
認
め
ら
れ
た

り
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た

り
、彼
ら
が
社
会
で
地
位
を
築
き
、生
き
て
い

け
る
時
代
が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
れ
は

男
子
も
料
理
が
で
き
て
、女
子
も
外
で
思

い
っ
き
り
働
く
。料
理
男
子
と
仕
事
女
子
が

活
躍
す
る
時
代
で
す
。男
子
だ
か
ら
、女
子
だ

か
ら
、で
は
な
く
、人
間
と
し
て
個
性
を
認

め
合
い
、お
互
い
の「
性
」を
認
め
合
う
こ
と

が
、今
後
の
新
し
い
社
会
を
創
っ
て
い
く
第
一

歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宇美南中学校　二年
長浜　萌々香さん

「
料
理
男
子
と
仕
事
女
子
」

中
学
校
の
部
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　宇美町四王寺山にある日本最古の古代山城「大野城跡」。国特別史跡に指定されているこの重要な遺跡
は、近年の調査により新たな城門や、鉄製軸受金具の出土など、新発見が相次いでいます。つまり、今、我々が
知っている大野城は、本来の姿のほんの一部ではないのか？という疑問がわいてきます。
　大野城跡はその広大な広さゆえに、謎多き遺跡です。今回のシンポジウムでは、大野城の疑問点を整理す
るとともに、大野城内の約８割が所在する地元・宇美町から未知の領域を発信し、その謎に迫ります！ 
　また、宇美町保管の大野城の出土品も限定で公開します。ぜひご参加ください。

　宇美町四王寺山にある日本最古の古代山城「大野城跡」。国特別史跡に指定されているこの重要な遺跡
は、近年の調査により新たな城門や、鉄製軸受金具の出土など、新発見が相次いでいます。つまり、今、我々が
知っている大野城は、本来の姿のほんの一部ではないのか？という疑問がわいてきます。
　大野城跡はその広大な広さゆえに、謎多き遺跡です。今回のシンポジウムでは、大野城の疑問点を整理す
るとともに、大野城内の約８割が所在する地元・宇美町から未知の領域を発信し、その謎に迫ります！ 
　また、宇美町保管の大野城の出土品も限定で公開します。ぜひご参加ください。

　　　　  ※先着順ですので、定員に達した場合、入場できないことがあります。

【日時】 ２月27日（土）　13時～16時30分（12時30分受付開始）
【会場】 九州国立博物館ミュージアムホール
【定員】 280名 （事前申し込み不要・先着順）
　　　　  ※先着順ですので、定員に達した場合、入場できないことがあります。
【参加費】 無料

文化財シンポジウム文化財シンポジウム

「大城（大野城）の謎に迫る！ －宇美町からの新たな発信－」を開催します！
おおき おおののき

おおのじょう

問い合わせ

社会教育課　☎９３３-２６００

基調講演　　「大城（大野城）の謎に迫る！」
　　　　　　　赤司 善彦（福岡県教育庁文化財保護課 課長）
発　　表
 「考古学から迫る！」重藤 輝行（佐賀大学教育学部 教授）
 「文献史料から迫る！」松川 博一（九州歴史資料館 学芸員）
 「土木技術から迫る！」入佐 友一郎（福岡県文化財保護課 技術主査）
 「古代兵器から迫る！」小嶋 篤（九州国立博物館 研究員）
 「地元・宇美町から迫る！」松尾 尚哉（宇美町教育委員会 学芸員）
パネルディスカッション
　コーディネーター ： 赤司 善彦
　パネラー ： 重藤 輝行、入佐 友一郎、松川 博一、小嶋 篤、松尾 尚哉

日　　時

会　　場

発 表 者

アトラクション

２月28日（日） ９時30分から
志免町民センター （糟屋郡志免町志免中央1-2-1）
消防職員６名・消防団員２名
志免飛龍太鼓

※入場は無料です。たくさんの皆様のご来場をお待ちしております。

制服が不要な方

「ふみらぽ」

制服が必要な方

・サイズが合わなくなった
・転校や卒業のため不要になった など

お譲りいただいた制服を管理し、
必要な方へお譲りします。

・転校のため必要になった
・サイズが合わなくなった など

宇美町からのお知らせ


